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学校管理下における重大事故発生時の救急体制

宮崎県立小林高等学校

必ず行う。 校 長 教育委員会

※重大事故
必要に応じて

行う。 報告 出 血 多 量
意 識 不 明

副校長 呼 吸 困 難
そ の 他

報告

医 療 機 関 保健主事 学年主任 教務主任
（校医・医療機関）

報告
報告 連絡

搬 事 務 室 養護教諭 学級担任 保 護 者

送 移送手配 指示
連絡・説明

医療関係連絡

発見者（教師・生徒）

救 急 車 事 故 発 生
救急用車両等要請

学校管理下・登下校時

※原則として、事故者を病院に運ぶために、職員の車は使用しない。
※特別な事故の場合の関係機関及び報道機関の窓口は、校長（教頭）とする。

学 校 医 連 絡 先

○内 科 〔槇内科医院〕 TEL ２２－２８１９
○眼 科 〔柊山医院〕 TEL ２２－２５０３
○耳 鼻 科 〔柊山医院〕 TEL ２２－２５０３
○歯 科 〔こうの歯科〕 TEL ２２－７８８８
○薬 剤 師 〔健康薬局 大仁田薬剤師〕 TEL ２２－７０５５

そ の 他 の 医 療 機 関 等

○小林市民病院 TEL ２３－４７１１
○園田病院 TEL ２２－２２２１
○小林中央眼科 TEL ２３－５３００
○押領司整形外科 TEL ２２－３１３１
○立山整形外科 TEL ２２－１７１７
○前原整形外科 TEL ２３－１７１１
○高崎皮膚科 TEL ２２－８５２１
○宮交タクシー TEL ２３－３１２１
○三和タクシー TEL ２３－２１３１
○小林警察署 TEL ２３－０１１０
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１．［学校内における生徒の事故］

事故発生

救命措置 側近の者がまず救命措置第一義に対応し、応援を求める。 側 近 者

連 絡 養護教諭・教頭・保健主事・担任 応援職員

応急処置 救命措置・応急措置を行い、担任へ指示 養護教諭

対応連絡 救急車（学年・性別・氏名・傷病の概略・進入場所等） 保健主事

直接の場合 事 務 室

病院・タクシーの電話番号

Ｐ３参照

保護者（事故の状況・傷病の程度・搬送先・病院名等） 学級担任

病院搬送 養護教諭・担任

状況調査 当事者の学年・性別・氏名・発生場所・状況・時刻・原因・ 副校長

傷病の程度・保護者氏名・ 保護者との連絡状況

状況報告 病院 → 学校（到着時刻・傷病名と治療の状況等） 養護教諭

（学級担任は生徒に付き添う）

関係諸機関連絡 学校 → 県教育委員会（高校教育課） 校 長

（病院からの連絡を待ち、傷病の程度で校長（教頭）が判断）

留 意 事 項

１．保護者への連絡は、相手を動揺させることのないよう次のことを落ち着いて連絡する。

（事故の状況・傷病の程度・搬送先の病院名・保険証持参等）

２．加害者がある場合は、その加害者の保護者に対しても状況説明の連絡をする。

★人命に関わる場合…………… 被害者の保護者に連絡をとった直後

★人命に関わらない場合……… 病院から傷病名等の連絡を受けた後

３．生命に関わる事故などの場合は、校長もしくは副校長も病院へ出向く。

４．搬送は原則として救急車かタクシーを利用する。

５．報道関係者や部外者等の対応は校長（副校長）がする。
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２．〔学校外における生徒の事故〕

事故発生の 学年・学級・性別・氏名・発生場所・発生時刻・負傷の状況・対応状況

（搬送先・病院名等）について聴取し、しっかりとメモしておく。

連 絡 受 報 加害者がいた場合は、氏名・年齢・性別・住所等を聴取しておく。

受報者が職員の場合は直ちに校長・副校長に状況を報告す

組 織 編 成 る。 受 報 者

その後、学級担任・学年主任・生徒指導主事に連絡する。

学級担任が搬送先（病院等）に見舞う。生徒の身体のこ

現 状 確 認 とを優先し、保護者にとっては異常事態であることを忘 学級担任

れず、その感情を配慮しながら話すように努める。

生徒指導主事は事故現場の確認と状況聴取等を行う。 生徒指導主事

緊急を要する事態である場合はできるだけ早く校長

状 況 報 告 にその旨連絡する。そうでない場合は、見舞いを終 学 級 担 任

えて現在の状況及び保護者の状況を報告する。 生徒指導主事

関係諸機関 県教育委員会への連絡は、校長が判断し連絡する。 校 長
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３．〔学校内における職員の事故〕
※（生徒の場合に準じて対応する。）

４．〔学校外における職員の事故〕

◎当事者が電話をかけてこれる程度の事故の場合

事故発生の受報 必ず校長（副校長）に連絡する。氏名・発生場所・時刻 校 長
事故の状況・対応の状況・相手方等について確認する。 （副校長）

指 導 助 言 当事者の職員に、誠意と責任をもって事故の処理に対
応するよう指導すると共に重大な事態に至った場合、 校 長

対処責任体制 状況に変化があって連絡する必要が生じた場合、ある （副校長）
いは処理が一応終わったときなど適宜連絡するよう指導
する。相手方が人命に関わる重大な事故の場合は、校長

（副校長）がただちに現場（病院）に出向き、相手方を見
舞い、状況を把握する。

事故処理が完全に終了していない段階では、事故の原因
状 況 整 理 まで言及することができないことを忘れず、双方の氏名・ 副 校 長

性別・年齢・住所・並びに発生時刻・場所・その場の状 事 務 長
況・事故発生の状況・双方の負傷の程度・現時点までの

対応状況についてまとめる。

関係諸機関連絡等 連絡は、校長が判断し行う。 校 長

◎当事者が電話をかけてこれない事故の場合

校長（副校長）が受け、事故発生場所・状況・負傷の程
事故発生の受報 度等簡単なことしかわからないであろうが、対応のため 校 長

に発生の場所・搬送先の病院・意識の有無の確認を行う。 （副校長）

現 場 確 認 事故発生現場に赴き、発生の状況について確認後、搬送 副 校 長
先病院へ見舞う。

容 態 確 認 搬送病院に見舞い、現在の容態を確認する。 養護教諭

状 況 報 告 事故発生時刻・場所・状況・相手方の氏名・性別・年齢・ 副 校 長
事 務 長

関係諸機関連絡 連絡は、校長が判断し行う。 校 長



５．〔学校被災〕（火災）

（１）在勤中の場合

初期消火が可能な時は当然その処理を迅速に行うと同時に二人体制を組み、一人が初期消火、もう

一人が連絡に当たるようにする。

火 災 発 生

状 況 把 握 警報機作動の場合、事務長は告知盤を確認する。側近者 事 務 長

の発見の場合は、近くの者に応援を要請し、場所と状況を

教頭に通報する。

火 災 通 報 消防署へ通報し、消防車・救急車を要請する。 事 務 長

避 難 通 告 発生場所確認後、避難経路、避難場所を明確にし、職員・ 事務職員

生徒への避難を指示する。

避 難 誘 導 避難誘導班の指示に従い、無言で整然と避難する。誘導班 誘 導 班

は可能な限り校舎を回り、生徒を誘導する。

避 難 確 認 避難場所に集合後、直ちに人員の確認を行い、避難が終了 学級担任

しているか確認する。（担任→学年主任→教頭）

非 常 持 出 避難場所にて非常持ち出し班を確認後、持ち出し作業に 搬 出 班

移る。持ち出し作業は必ず作業班長の指示に従う。

鎮 火 後 の 処 置 鎮火後の処理は、早急に対策委員会を開き処理する。 本部役員

関係諸機関報告 対策委員会開催後、校長が判断し処理する。 校 長

－８－
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ス

放
送
塔

写
真
部
室

文
芸
部
室

美
術
部
室

3
年
職
員
室

第
2
面
接
室

第
1
面
接
室

吹
奏
楽
部
室

特
別
教
室
⑥

特
別
教
室
⑤

特
別
教
室
④

特
別
教
室
③

特
別
教
室
②

特
別
教
室
①

第
2
会
議
室

印
刷
室
西

警
備
員
室

進
路
資
料
室

石
川
内
之
倉

福
元

瀬
戸
口

重
山

伊
東

ビ
ン
ガ
ム

渡
会
渡
会

武
田

佐
々
木

奥
村
蛯
原
福
元
重
山
冨
永
髙
橋
誠

高
津
佐

坂
元
有
村

生
徒
会
室

放
送
室

職
員
休
養
室
①

職
員
休
養
室
②

渡
会
田
畑
髙
橋
誠

武
田

２
　
消
火
器
設
置
の
点
検
整
備
に
あ
た
る

。

１
　
炊
事
器
・
採
光
暖
房
用
器
具
・
燃
料
置
き
場
の
火
気
使
用
場
所
の
管
理
及
び
検
査
に
あ
た
る

。

２
　
避
難
階
段
・
避
難
経
路
・
非
常
口
・
避
難
器
具
等
の
点
検
設
備
に
あ
た
る

。

１
　
警
報
設
備
の
点
検
整
備
に
あ
た
る

。

満
窪

橘 髙
橋
誠

１
　
建
物
の
位
置
・
構
造
・
防
火
シ

ャ

ッ
タ
ー

の
管
理
検
査
に
あ
た
る

。

２
　
電
気
配
線
・
電
気
機
器
の
管
理
検
査
に
あ
た
る

。

３
　
危
険
物
の
保
管
取
扱
い
等
の
安
全
管
理
に
関
す
る
検
査
に
あ
た
る

。

火
気
使
用
設
備

危
険
物

電
気
設
備

管
理
棟
３
階

山
内

鶴
丸

村
上

ビ

ン

ガ

ム

石
山

管
理
棟
２
階

管
理
棟
１
階

上
原

(２)予防管理組織編成表〈別表１〉

建
築
物

部
活
動
室

体
育
施
設
等

特
別
室
等

家
庭
科
棟
１
・
２
階

理
科
棟

避
難
設
備

警
報
設
備

消
火
器
設
備

防火管理者　平

-76-
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（２）職員等不在時の場合

火災発生受報 受報は必ず校長・副校長まで届くようにする。 第一受報者

校 長（永倉） TEL ＊＊＊

副校長（平） TEL ＊＊＊

事務長（岩下） TEL ＊＊＊

非 常 出 勤 校長指揮のもと、連絡網により全職員に連絡し、学 副 校 長

校に出勤させる。

非 常 持 ち 出 し 非常持ち出しが可能な場合、出勤した職員で組織し、 非常持ち出

非常持ち出しを行う。その判断は、消火に当たって し班と監督

いる消防署の現地監督者の指導のもと校長が行う。

鎮 火 後 の 処 理 鎮火後、あるいは作業終了後直ちに職員会議を開き、 全 職 員

次の事項について明らかにしておく。

ア．昨日の戸締まりの状況

イ．ガス・ストーブ・火気等の使用状況

ウ．電気器具等の使用状況

エ．化学薬品等の使用状況

オ．その他火気に関して気付くこと

カ．今後の対策等について

事 情 聴 取 事情聴取には校長（副校長）が対応し、 校 長

（副校長）

他の職員は校長の要請があるまで待機しておく。

関係諸機関連絡 校長（副校長）が行う。 校 長

（副校長）
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〔 学 校 被 災 〕 （ 地 震 ）

（１）職員等在勤中の場合

地 震 発 生 生徒に窓際から離れ、身の安全を確保するよう指示し、教 事 務 長

師は出口を確保した後、情報を待つ。

避 難 通 報 揺れがおさまり、避難可能な状態であることを確認し、避 副 校 長

難の通報をする。

避 難 確 認 避難場所で逃げ遅れの生徒がいないか人数を確認し、学年 学級担任

主任に報告する。

学年主任は、本部（副校長）に報告する。 学年主任

誘導係は、逃げ遅れの生徒がいないか校舎を見回る。 誘 導 係

※（避難場所、避難誘導・集合所での隊形・人数確認・報告は、火災時に準ずる。）

被災状況確認 地震による被害の有無を調べ、安全の確認をする。その状 副 校 長

況及びその他の情報によって、復帰するかどうかの判断を 教務主任

校長が行う。 生徒指導主事

保健体育主任

保健部主任

そ の 他 の 対 策 周辺及び地域の被災状況を把握し、下校の安全を確認する。 全 職 員

その後の処置について、職員会議で検討する。

下校時の指導を徹底する。

関係諸機関報告 被害の状況・生徒の安全確保に対する措置と現在の状況等に 校 長

ついて校長が連絡・報告を行う。
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（２）職員等不在時の場合

地震発生 ここでは、周辺に災害をもたらす地震が発生した場合のこと 第一受報者

であり、学校にも被害が及んだことが予想される。

被害状況確認 校長・副校長・事務長が出勤し、被災状況について把握す 校 長

る。出勤途中に通学区域の被災状況についても概略把握し 副 校 長

ておく。 事 務 長

職 員 連 絡 職員の被災状況を把握し、可能であれば出勤要請をする。 校 長

副 校 長

事 務 長

地域被災状況把握 各地区対策本部と連絡を取り、地域の被災状況を把握する。 全 職 員

（市役所・各町村役場との連絡）

関係諸機関連絡 学校及び地域内の被災状況を報告するとともに、当面考え 校 長

ている今後の対応策についてもその概略を伝えておく。 （副校長）

緊急対策職員会議 現在の状況確認・不足する情報の収集方法確認・伝達手段 校 長

の確保 （副校長）

生徒の被災状況把握・緊急避難場所となった場合の学校管

理体制

当面の生徒の措置・出勤不能な職員の措置等




